
第
一
部
の
「
作
品
篇
」
は
各
作
品
ジ
ャ
ン
ル
に

つ
い
て
現
在
の
問
題
意
識
の
先
端
部
分
を
示
し
つ

つ
概
説
を
試
み
、
石
川
啄
木
の
「
人
と
作
品
」
の

入
門
的
、
専
門
的
内
容
を
提
示
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
た
。
第
二
部
の
総
数
五
三
六
に
の
ぼ
る
項
目

は
、
①
イ
メ
ー
ジ
項
目
を
中
心
に
し
て
石
川
啄
木

の
感
情
内
風
景
を
描
く
こ
と
を
主
眼
と
し
、
②
キ

ー
ワ
ー
ド
項
目
は
啄
木
の
精
神
的
骨
格
に
あ
っ
た

思
想
的
、
社
会
的
諸
要
素
を
理
会
す
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
あ
る
。
③
人
名
、
地
名
、
文
芸
、
社

会
、
生
活
な
ど
の
一
般
項
目
は
、
啄
木
の
周
囲
に

在
っ
た
人
々
、
移
り
住
ん
だ
土
地
、
時
代
の
文
芸

思
潮
な
ど
、
啄
木
を
、
啄
木
の
生
き
た
時
代
空
間

に
再
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
設
定

し
た
。
第
三
部
に
は
啄
木
作
品
出
版
史
や
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
年
譜
な
ど
を
提
供
し
た
。

事
典
項
目
の
執
筆
者
は
一
○
八
名
に
上
り
、
主

と
し
て
会
員
が
分
担
し
た
。
文
字
通
り
、
国
際
啄

木
学
会
一
○
年
の
歴
史
と
研
究
の
到
達
を
事
典
に

表
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
典
は
、
何

国
際
啄
木
学
会
編

『
石
川
啄
木
事
典
』

ら
か
の
統
一
的
な
啄
木
像
を
学
会
と
し
て
提
示
し

た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
断
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
イ
メ
ー
ジ
項
目
、

キ
ー
ワ
ー
ド
項
目
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
啄
木
像

を
描
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
項

目
の
多
様
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
読
者
の
皆

さ
ん
の
中
に
多
彩
な
啄
木
像
を
彫
像
し
て
下
さ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
啄
木
を
育
て

た
『
明
星
』
が
多
彩
な
文
学
的
個
性
の
星
雲
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
如
上
の
こ
と
は
理
会

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

二
○
世
紀
は
わ
が
国
の
近
代
化
が
社
会
、
人

心
に
様
々
な
光
と
影
を
投
じ
な
が
ら
、
啄
木
の

生
き
た
時
代
と
相
似
す
る
。
〈
時
代
閉
塞
の
現
状
〉

を
百
年
の
後
の
我
々
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
『
石
川
啄
木
事
典
』
に
よ
っ
て
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
〈
時
代
閉
塞
〉
の
向
う
側
に
、
夢

あ
る
人
間
世
界
を
夢
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

〈
編
集
委
員
〉
池
田
功
・
上
田
博
・

小
川
武
敏
・
近
藤
典
彦
・
瀧
本
和
成
・

堀
江
信
男
・
遊
座
昭
吾

（
お
う
ふ
う
二
○
○
一
年
九
月
六
四
七
頁

四
五
○
○
円
）

母
は
、
今
年
二
○
○
一
年
に
入
っ
た
睦
月
の

半
ば
、
満
九
十
二
歳
と
六
ヶ
月
で
天
国
に
召
さ

れ
た
。
そ
の
日
の
最
後
の
日
記
を
掲
げ
て
お
く
。

二
○
○
｜
年
一
月
十
七
日
（
水
）
曇
り
の
ち

晴
れ
。
朝
早
く
淑
子
と
、
母
が
入
院
し
て
い
る

病
院
に
行
っ
て
み
た
が
、
昨
日
の
ご
と
く
、
黙
っ

安
森
敏
隆
著

『
介
護
・
男
の
う
た
獅
日
』

目
次

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

母
の
正
月

母
は
大
王

要
介
護
５

介
護
保
険
始
ま
る

母
の
癌

母
の
部
屋

九
十
二
歳

適
温
二
十
七
度

胸
の
噴
火

命
ひ
と
つ

あ
ん
た
は
ど
な
た

母
の
入
院

七
一



画
て
寝
て
い
た
・
食
事
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

看
護
婦
さ
ん
に
食
べ
さ
せ
な
い
方
が
い
い
、
と
言

わ
れ
た
。
大
学
院
の
授
業
を
し
て
い
る
と
「
急
に

様
態
が
悪
化
し
血
圧
が
下
が
っ
た
」
と
電
話
が
あ

り
、
急
い
で
帰
っ
た
。
病
院
で
母
の
手
を
さ
す
り

な
が
ら
、
淑
子
が
声
を
か
け
た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
聞
こ
え
る
か
ぁ
．
。
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

し
ん
ど
く
な
い
か
ぁ
。
。
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

よ
く
頑
張
っ
た
ね
え
・
・
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

ず
う
っ
と
一
緒
に
い
る
か
ら
ね
。
大
丈
夫
よ
お
・

。
」
と
母
の
耳
元
で
叫
ぶ
と
母
の
あ
け
た
口
の
中

で
舌
が
す
る
っ
と
動
い
た
。
淑
子
が
「
ア
ー
、
動

い
た
」
と
言
う
と
、
医
師
は
、
脈
を
取
り
、
目
を

上
田
博
・
國
末
泰
平
・
田
邉
匡
・
瀧
本
和
成
編
『
大
正
文
学
史
』
（
二
○
○

一
年
二
月
晃
洋
書
房
）

小
林
幸
夫
著
『
し
げ
る
言
の
葉
』
（
二
○
○
一
年
三
月
三
弥
井
書
店
）

浅
田
隆
・
和
田
博
文
編
『
文
学
で
た
ど
る
世
界
遺
産
・
奈
良
ｌ
交
錯
す
る

「
古
代
」
の
記
憶
と
「
も
の
が
た
り
」
の
記
憶
、
万
葉
か
ら
近
代
に
連
な

る
古
都
の
姿
』
（
二
○
○
二
年
一
月
風
媒
社
）

高
田
知
波
・
中
川
成
美
・
中
山
和
子
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編

女
性
作
家
集
』
（
二
○
○
二
年
三
月
岩
波
書
店
）

あ
け
小
さ
な
懐
中
電
灯
で
瞳
孔
を
見
た
。
「
午
後

三
時
十
二
分
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。
母
は
、
息
を

引
き
取
っ
た
。
午
後
三
時
十
二
分
、
眠
る
よ
う
に

息
が
遠
の
い
た
。
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
ま
し
た
か
。
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
か
。
本
当
に
大
往
生
で
し

た
ね
。
苦
し
む
こ
と
も
痛
む
こ
と
も
な
く
逝
っ
て

く
れ
た
の
が
何
よ
り
も
慰
め
で
す
。
そ
し
て
、
美

し
い
、
美
し
い
顔
で
し
た
よ
。
み
ん
な
で
、
夜
伽

を
し
な
が
ら
母
と
並
ん
で
寝
た
。

か
あ
ｌ
か
あ
Ｉ
と
の
ん
び
り
鳴
く
か
ら
す

母
三
時
十
二
分
に
逝
く

母
の
顔
や
す
ら
か
な
り
し
死
に
て
な
お

回

本
号
で
は
二
○
○
二
年
四
月
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
方
々
の
新
著
、

新
編
著
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
但
し
、
本
誌
書
評
欄
等
で
と
り
あ
げ
た
も

の
は
省
略
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
期
間
内
で
他
に
書
物
を
刊
行
さ
れ
た
方
は

本
会
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
次
号
に
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上
田
博
編
『
き
し
の
あ
か
し
や
ｌ
木
下
杢
太
郎
随
筆
Ｉ
』
（
二
○
○
二

年
四
月
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

〈
姉
妹
篇
〉
安
森
淑
子
・
安
森
敏
隆
薯

『
介
護
う
た
あ
わ
せ
介
護
・
女
と
男
の
記
章
』

（
京
都
修
学
社
二
○
○
二
年
一
月

一
二
九
頁
二
○
○
○
円
）

救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
な
ら
ん

梅
の
花
十
輪
ば
か
り
が
庭
隈
に

膏
つ
け
た
り
母
は
死
に
た
り

稲
荷
の
山
に
鴉
群
れ
な
し
飛
び
ゆ
け
り

は
は
死
に
て
一
時
間
の
ち

（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

（
新
葉
館
出
版
二
○
○
一
年
二
月

二
○
七
頁
一
八
九
○
円
）

七
一

一

一
員
の
新
著
・
新
編
著
釦
小口’

’

介
一－－－－」


